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別記様式 

会　議　録 

 会議の名称 令和８年度第４回　都賀地域会議

 開催日時 令和８年７月２８日（火）２０時００分　開会　２０時５８分　閉会

 開催場所 都賀総合支所２階大会議室

 出席者氏名 別紙１のとおり

 欠席者氏名 別紙１のとおり

 事務局職員職氏名 別紙１のとおり

 その他出席者等 別紙１のとおり

 会議事項 別紙２のとおり

 会議の公開又は 

非公開の別
公開

 傍聴人の数 ０人

 その他必要事項

 会議の経過

 発言者 議題・発言内容・決定事項
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会長 

Ａ委員 

１　開会 

　事務局より開会を宣言。 

 

２　あいさつ 

　辻原会長より挨拶。本日の出席人数について事務局に報告を求める。 

　都賀地域会議委員総数１４名中１３名出席と報告。 

地域づくり推進条例第９条第２項の要件を満たすため、本会議成立を宣言。 

 

３　議事 

 

議事①　地域予算提案制度に伴う地域課題の確認について 

〈説明〉 

事務局に説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

１点目、令和９年度実施分地域予算事業計画書に伴う大柿コミュニティセン

ターの施設改修について、先日行われた事前協議において、ソフト事業のため

に何故この施設の改修が必要なのか説明不十分であると指摘を受けた。 

そのため、事業概要について、ソフト事業である防災リーダー研修会の必要

性及び、それに伴う施設改修の必要性を修正。 

内容によっては、提案事業に適さないとして不採択の可能性もある。 

 

〈質問・意見〉 

質問や意見はあるか。 

防災リーダー研修は５０年以上続いているのか。 
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前身として、自然体験を学ぶリーダー研修会を長年実施していたが、昨今の

自然災害に備えるべく、研修内容を防災体験に重きを置いて、名称も防災リー

ダー研修会と変更した経緯がある。 

説明はそのように修正した方がよい。 

もし不採択となった場合の予算はどうなるのか。 

次年度に持ち越しはされず打ち切りである。 

不採択となる理由としては何が想定されるか。 

地域予算制度が始まった当初は、地域の暮らしを守る取り組み、安心安全を

促す取り組み、歴史・伝統・文化などの継承・活性化に係る取り組み、健康や

福祉を増進する取り組み等を想定としたソフト事業の展開を想定していた。 

そのため、ソフト事業を伴わない施設修繕や備品購入といった事業は、対象

とならない事業である。施設修繕等は所管する担当課が行うものと判断する。 

今回の防災リーダー研修会は、子どものための安心安全に取り組む活動であ

り、また、旧都賀町当時から続いている地域の伝統事業である。この防災リー

ダー研修会が活動できる施設は大柿コミュニティセンターのみであるため、今

回の事業提案となっている。 

地域会議は地域で困っている事、地域の課題解決やまちづくりのためにある

のではないか。つがの里のハス池工事や施設改修などは行政が動いてくれない

から、仕方なく地域予算で対応していたのではないか。それで地域予算が通ら

ないというのは、地域会議をやっている意味がない。 

地域予算事業で施設の維持修繕を認めてきた経緯は確かにあるが、今後は担

当課で予算を確保し少しずつ取り組んでいくようになってきている。 

地域予算事業で対象とならないのはソフト事業を伴わない維持修繕や備品購

入である。今回は、ソフト事業を伴った施設の修繕であるが、もしかすると不

採択の可能性もあるということで、ご了承願いたい。 

仕組みは分かるが、地域の困りごとにソフト事業もハード事業も関係ない。

現に困っていることに使って何が悪いのか。色分けせずに地域の課題解決のた

めに地域予算を使った方がよい。夜に自分の時間を割いて会議に出席し、一生

懸命地域の為に考えて提案した事業を却下されてしまうというのは、今までや

ってきた意味がなくなってしまう。会議を開く意味がない。 

ソフト事業を伴う施設改修なので対象とならない事業ではないが、可能性の

話であるため、そこはご了承いただきたい。 

子どもたちだけでなく地元地域でも利用の際に困っているのだから、そうい

ったことも理由として必要ではないか。 

実際に地元では、そば打ちや地域交流で利用している。暑さ対策で時間や時

期をずらしたり不便な思いをしているのが現状である。 

昨年は県の事業でも利用した実績がある。大柿コミュニティセンターは色ん

な施設や備品を有していることからニーズはある。 

地域のために骨折って検討した地域予算事業が不採択となるならば、今後は

やる意味がない。何とか実現してほしいところである。 

 



 事務局 

 

 

 

 

 

会長 

委員一同 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員一同 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

副会長 

委員一同 

 

２点目、次回以降の地域会議については、令和１０年度実施分の提案事業に

伴う課題の洗い出しを先行して行えればと考える。 

委員へのアンケートは過去に２度行っていることから、その資料を事前に配

布するので、それを基に想定事業を考慮しながら検討していきたい。 

 

〈質問・意見〉 

質問や意見はあるか。 

質問・意見なし。 

 

４　その他 

（１）会議録の確認について 

〈説明〉 

事務局より説明。 

委員に意見を求める。 

 

〈質問・意見〉 

質問・意見等なし。 

意見等なしのため、会議録について了承とする。 

 

（２）令和８年度第５回都賀地域会議の開催について 

〈説明〉 

次回の開催について説明。令和８年８月２５日（火）午後７時００分～　都

賀総合支所２階　大会議室。 

 

〈質問・意見〉 

委員に意見を求める。 

過日、栃木市上下水道事業調査委員会委員会があったので、その報告。 

その他、質問・意見等なし。 

 

５　閉会 

以上で本日の会議は終了とする。 

──閉会── 

 



別紙１　出席者及び事務局 
 
出席者（委員） 

会　長　辻原　正信 

副会長　山本　文彦 

委　員　茅島　淳二 

委　員　蒔田　忠夫 

委　員　篠原　義雄 

委　員　郡司　敦 

委　員　相田　美由紀 

委　員　大森　明美 

委　員　青木　民夫 

委　員　狐塚　和義 

委　員　大橋　智 

委　員　大山　和昭 

委　員　田島　富美子 

 

 

欠席者（委員）　 

委　員　直井　茂 

 

 

事務局 

島田　和行　　（都賀地域まちづくりセンター所長） 

出井　利幸　　（都賀地域まちづくりセンター課長補佐兼係長） 

大竹　英喜　　（都賀地域まちづくりセンター主査） 

 

 

その他の出席者 

なし 

 



別紙２　会議事項 

 

１　開　会 

 

２　あいさつ 

 

３　議　事 

（１）地域予算提案制度の検討について 

 

４　その他 

（１）会議録の確認について 

（２）令和８年度第５回都賀地域会議の開催について 

 

５　閉　会 

 

 

 

配布資料一覧 

令和８年度第４回都賀地域会議次第 

資料①　令和９年度実施分地域予算事業計画書 

資料②　委員からの提案事業（R7.5 月アンケート） 

資料③　委員からの提案事業（R6.2 月アンケート） 


